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 共役系高分子（Conjugated Polymers, CPs）は主鎖に単結合と二重結合が交互に繋がる化学構造を
有する高分子である。この化学構造は高分子主鎖に導電性を与える。外部からのドーピングにより、
主鎖の二重結合、芳香族、または側鎖の共役構造に過剰の電子或いはホールが形成される。伝統的
な原子価結合法（Valence Bond Theory, VB 法）から解説すると、この電荷は二重結合の交互的な再
形成により、他の主鎖原子に移動できるため、電流が流れると考えられる。この場合、チャージキ
ャリアはポーラロンまたはソリトンだと考えられる[1]。（図 1 左）現代的な分子軌道法（Molecular 
Orbital Method, MO 法）から解説すると、誘起された電子（又はホール）は非局在な被占分子軌道
（又は空軌道）に存在している。光、熱、電気、機械力などのエネルギーを分子に与えると、最高
被占軌道（Highest Occupied Molecular Orbital, HOMO）に存在する電子が最低空軌道（Lowest 























































g = 2 ｘ （左円偏光の強度 – 右円偏光の強度）/（総強度）  p.s.単位：吸光度 
 
 コイル状主鎖、重複単元のらせん状ねじれついて共役系高分子の gCPL の絶対値は大体 0.0001～
0.01 程度だと報告されている。らせん状会合体の gCPL の絶対値は大体 0.01～0.7 だと報告されてい
る[6]。しかしながら、共役系高分子は会合体を生成する際、蛍光の消光現象がある。この消光現象
は J 会合体が形成した際に励起子が分子間に移動できるため、光は電流の形式で損失すると考えら
れる[7]。円偏光発光を目的する発光素子を設計する場合、材料の量子収率（QY）と CPL の g 値は






図 2 左：ポリマーの合成ルート；右：粉末 XRD による高分子会合体のモデリング 
 
 
図 3 実際の UV-vis、CD、PL、CPL 測定結果。左：溶媒依存；右：時間依存 
 
 





x = 1, P-DMOCB-DOF
x = 0.5, Copolymer






































ムの量子化学計算の結果により、分子間の距離が 0.75 nm 以下に低下した時、分子間において励起
子の遷移が発生し始める。分子間の距離が近づくと、有効共役距離が長くなり、最大吸収ピークが
広がり、レッドシフトが発生することは計算でも証明した。この結果は J 会合体の形成を説明でき





























図 5 インデューサーの合成 
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ために 2 つキラル源を使用し、5 つのインデューサーを合成して電解重合を行った。（図 5）そして、
5 つ種類のサンプルにより、以上の物理量を測定し、線形回帰分析を行った。（図 6） 
 
 実験について、今回の主液晶はネマチック相を示す 8OCB を選んだ。インデューサーについて、
芳香族部分は 8OCB と同じようなビフェニール構造に設計した。そして、アルキル基部分は C の数
が 8OCBと同じような(R)-2-octyloxy構造と安価な天然物質(-)-beta-citronellolから修飾された(R)-3,7-





解質は DSC 測定と POM 観察により、特定の温度でのコレステリック液晶の形成が確認された。電
解重合は ITO 電極を使い厚さが 0.2 mm であるセールで 3.00V の電圧をかけて行った。その後、主
液晶、支持塩、オリゴマーを有機溶媒で洗浄した。polyEDOT が電着した ITO 電極について、POM
の観察または CD スペクトルの測定が行われた。最後に、溶媒効果を入れ、各インデューサー分子






























図 7 アルキル基修飾したポリアニリン/ポリアゾベンゼンの合成ルート 
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